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○
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律 

　

の
施
行
に
伴
う
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
「
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

七
十
三
号
）」
が
平
成
十
二
年
五
月
十
九
日
に
公
布
さ
れ
、
同
法
に
よ
り
、
別
添
の
と

お
り
、文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
十
三
年
五
月
十
八
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
法
施
行
に
伴
う
文
化
財
保
護
事
務
に
つ
い
て
、
遺
漏
な
く
処
理
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
対
し
、
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
適
切
な
事
務
処

理
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
配
慮
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

１　

法
改
正
の
内
容

　

今
回
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
お
い
て
は
、
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域
の
う
ち
、

相
当
数
の
住
居
そ
の
他
の
建
築
物
の
建
築
又
は
そ
の
敷
地
の
造
成
が
現
に
行
わ
れ
、

又
は
行
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
一
定
の
区
域
で
、
土
地
利
用
を
整
序
す
る
こ
と
な

く
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
将
来
に
お
け
る
都
市
と
し
て
の
整
備
、
開
発
及
び
保

全
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
準

都
市
計
画
区
域
を
措
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。（
都
市
計
画
法
第

五
条
の
二
第
一
項
）
さ
ら
に
、
準
都
市
計
画
区
域
内
で
は
市
町
村
が
都
市
計
画
決
定

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
用
途
地
域
、
特
別
用
途
地
域
、
特
定
用
途
制
限
地
域
、

高
度
地
域
（
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
を
定
め
る
も
の
に
限
る
。）、
美
観
地
区
、

風
致
地
区
又
は
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
「
保
存
地
区
」
と
い
う
。）
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。（
都
市
計
画
法
第
八
条
第
二
項
）

　

そ
の
た
め
、
法
に
お
い
て
も
、
都
市
計
画
区
域
内
に
お
け
る
保
存
地
区
と
同
様
、

準
都
市
計
画
区
域
内
の
都
市
計
画
に
保
存
地
区
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。（
法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
）

　
　

ま
た
、
準
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
都
市
計
画
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
計

画
区
域
内
に
お
け
る
都
市
計
画
決
定
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
都
道
府
県
知
事
の

協
議
・
同
意
の
手
続
き
に
代
え
て
、
都
道
府
県
知
事
の
意
見
の
聴
取
・
意
見
の
申
し

出
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
か
ら
、
当
該
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当

該
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
法

第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
）

２　

留
意
事
項

(1)　

準
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
保
存
地
区
の
決
定
等
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
区
域
に
お
け
る
保
存
地
区
の
決
定
等
の
手
続
と
同
様
で
あ
り
、
従
来
の
文

化
庁
か
ら
の
「
文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い
て
」

（
昭
和
五
十
年
九
月
三
十
日
付
け
庁
保
管
第
百
九
十
一
号
）
及
び
「
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
」（
昭
和
五
十
年
九
月
三
十
日
付
け
庁
保

建
第
百
九
十
二
号
）
の
通
知
（
通
知
中
、「
都
市
計
画
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
都

市
計
画
区
域
又
は
準
都
市
計
画
区
域
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。）
を
参
考

に
手
続
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
こ
と
。

(2)　

既
に
法
第
八
十
三
条
の
三
第
二
項
に
よ
り
定
め
た
保
存
地
区
に
つ
い
て
、
準
都

市
計
画
区
域
内
の
都
市
計
画
で
新
た
に
保
存
地
区
の
決
定
を
行
う
場
合
に
は
、
法

第
八
十
三
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
化
庁
長
官
へ
の
報
告
が
必
要
と

な
る
の
で
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
こ
と
。
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教
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あ
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文
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